








はじめに 

妊娠・分娩中におこり得るすべての胎児仮死の徴候を未然に,しかも見落としなく発見し適

切な処置を行うためには,妊娠中および陣痛開始から分娩までの全経過を,連続的に監視す

ることが不可欠である。従来の管理体制で密度の濃い連続的な分娩監視を行うには多数の

看護要員を必要とし,現在の医療をとりまく状況を考慮した場合実現はとうてい困難であ

る。我々はこれらの点を解決する目的で,これまでの胎児心拍数分析の研究成果をふまえて,

マイクロコンピューターによる分娩監視システムの開発,実用化に関する研究を行ってき

た。今回は,我々の開発したシステムの概要,およびシステムを実際に応用した場合の臨床

成績,看護要員の労働環境の変化などについて報告する。 


